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轟隷 2年連続5回日の日展入選語詫鰯紫，
「彫刻は面をみつけることが大切で、面がなければ曲線が生きてこないんです。」と熱っぽく語ってくれる外山良治さん。

今年で教師生活21年目をむかえる良治さんは、現在、宗像中央中学の美術の先生として活躍中。大学3年の時、初めて県

展に出品した作品が県知事賞に輝くなど、若い時からその才能を発揮、今年で2年連続5回日の目展人選を果たしました。
「私が創るブロンズ像は人物、裸婦など具象的なものばかりでごまかしがきかないんです。その中に自分の表現したいも

のをたさなければならないところがとても難しく、また、そこがやりがいのあるところなんです。」と、良治さん。創作時期

にかかると、自宅に設けたアトリエで毎晩9時頃から2、3時間、粘土に命をふき込んでいるそうで、コミュニティーセン

ターの中庭の広場にあるブロンズ像「ひととき」も実は良治さんの作品なのです。

放課後は剣道部の指導、家では2児の父親と忙しい毎日を送る良治さんですが、日展特選を目標に今日もがんばっています。



純胡0日第3分団に新治断章）

（2）納税は明るい未来の基礎造り　運踊中学校　3年　山　田　義　宏

社
会
人
へ
の
出
発

1
月
鳩
目
の
成
人
式
へ

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、
み
な
さ
ん
が
大
人
の

仲
間
入
り
を
さ
れ
、
社
会
に
力
強
く
羽

ば
た
か
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

し
、
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
な
つ
か
し
い

先
生
や
友
た
ち
に
会
え
ま
す
よ
。

●
日
時
　
1
月
1
5
日
（
月
）

受
付
　
1
0
時
か
ら
日
時

式
典
　
Ⅱ
時
か
ら
日
時
0
0
分

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
（
恩
師
を

囲
ん
で
の
）n

時
5
0
分
か
ら
1
3
時

●
場
所
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

写
真
ス
タ
ジ
オ
を
開
設

成
人
式
の
当
日
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
一
二
ナ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
待
殻
の
写
真
ス
タ
ジ

オ
を
用
意
し
ま
す
。
成
人
式
の
諦
念
に

あ
な
た
も
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
撮
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
希
望
の
方
は
当
日
会
場

で
料
金
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
立
ポ
ー
ズ
・
座
ポ
ー
．
ス
の
二
枚
で
一

組
●
写
真
サ
イ
ズ
　
六
ツ
切
（
約
創
部
×

務
筒
）
台
紙
付
き

●
料
金
一
万
三
千
円

●
郵
送
を
こ
希
望
の
場
合
は
、
別
途
郵

送
料
金
（
5
百
円
程
）
を
い
た
だ
き

ます。

●
撮
影
時
間
。
7
時
か
ら
日
時
ま
で

0
1
3
時
か
ら
1
5
時
ま
で

●
写
真
撮
影
は
遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ
（
代

表
・
尾
林
圭
一
）
が
し
ま
す
。

●
見
本
は
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
に

あ
り
ま
す
。

防
犯
や
火
災
予
防
な
ど
、
町
民
皆
さ
ん

の
安
全
を
守
る
た
め
、
十
二
月
二
十
六

日
（
火
）
か
ら
十
二
月
三
十
日
（
土
）

ま
で
の
間
の
二
十
時
か
ら
二
十
四
時

ま
で
、
遠
賀
町
消
防
団
で
は
夜
間
の
特

別
警
戒
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
寝
る

前
に
は
今
一
度
火
の
元
、
声
じ
ま
り
を

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
出
初
め
式

新
春
を
か
ざ
ろ
郡
内
消
防
合
同
出
初

式
が
、
来
年
は
水
巻
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
各
町
の
消
防
団
と
遠
賀
郡
消
防
署

が
、
小
隊
訓
練
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
草

操
法
、
は
し
こ
草
投
法
な
ど
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
抜
屈
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
で
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
1
月
1
4
日
（
日
）

1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
水
巻
南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

遠
賀
町
消
防
団

年
末
特
別
警
戒

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に
、

平
成
2
年
度
の

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

●
入
団
の
基
準

児
童
の
保
護
者
（
両
親
）
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
入

国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の
人
で
も
保
育

可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
入
国
で

き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
ろ

場
合

③
保
護
者
が
居
宅
内
で
児
童
を
離
れ
て

家
夢
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
ろ
場
合

（
内
職
な
ど
）

③
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い

場
合

③
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

場
合

⑧
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が
い

る
た
め
に
、
保
護
者
が
看
護
に
あ
た

っ
て
い
る
場
合

⑥
火
災
、
風
水
害
、
震
災
、
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

●
募
集
人
員

遠
賀
川
保
育
園
　
　
　
0
0
人

南
部
保
育
園
　
　
　
脚
人

山
び
こ
保
育
園
　
　
　
脚
人

●
申
込
受
付
　
1
月
4
日
（
木
）

～
1
月
3
1
日
（
水
）

●
申
込
方
法
　
入
所
申
請
書
（
役
場
福

祉
係
、
各
保
育
園
で
用
意
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
園
希
望
の

保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
福
祉
俵
田
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
各
保
育
園
へ

遠
賀
川
保
育
園
（
2
9
3
）
0
1
8
4

南
部
保
育
園
（
2
9
3
）
2
2
5
6

山
び
こ
保
育
園
（
2
9
3
）
2
2
2
7

遠
賀
都
市
計
画
公
園
の

変
更
（
遠
賀
町
決
定
）
に

関
す
る
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
集
の
縦
覧
を
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
満
了
の
白
ま
で
に
意
見
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
部
市
計
書
の
種
類
と
名
称

遠
賀
都
市
計
画
公
園
砂
田
公
園

▽
都
市
軸
百
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

遠
賀
町
大
字
今
古
賀
字
砂
田
の
一
部

▽
縦
覧
期
間
　
平
成
2
年
1
月
6
日
～

平
成
2
年
1
月
1
9
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所
　
遠
賀
町
役
場
建
設
課



もうお済みですか

国民憶康保険税
の紬付は

水道局からのお願い

水道管にも重したくを
音夜の冷え込みに注意を

気温がマイナス4℃以上になりますと水道の水が凍
ったU、水道管が破れつしたりします。とくに多い

のはつきのようなところです。

◎水道管がむき出しになっているところ
⑥水道管が北向きにあるところ
◎風あたりの強いところにある水道管
漢水道管の冬したく

水道管やしや口の部分には保温材を取りつけてくだ
さい。手近かなものとしては布、ナウ、フェルト、
コモなどを絵のように巻きつけて保湿します。そし

て保温材がぬれないようにビニールテープなどを巻
いてください。

鵜水道管が凍って水が出ないときは

タオルや布をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま

湯をかけてとかしてください。熱湯はかけないでく
ださい。

○破れつしたときは

止水せんをしめて水を止め、役場内水道局（℡293－
1234）か水道修繕センター（℡246－1450）に修理を

お申込みください。

（3）　税を知る週間の標語募隻入質作品消費税小さな負担で大きな福祉
遁蹟南中学校　3年　渡　辺　雅　彦

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険
を
運
営

す
る
（
健
虞
を
守
る
）
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
国
保
税
を
納
め
な
い
で
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
災
害
な
ど
政
令
で
定
め
る
特
別
の

事
情
が
な
い
の
に
国
保
税
を
納
め
な
い

世
帯
に
は
、
次
の
よ
う
な
処
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

保

　

険

　

証

　

を

返

し

て

も

ら

う

災
害
な
ど
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

特
別
の
華
僑
が
な
い
の
に
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
ろ
世
帯
か
ら
は
保
険
証
を
返

し
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
世
帯
の
中
に
老
人
保

険
で
診
療
さ
れ
る
お
年
寄
り
や
、
原
爆

被
爆
者
、
そ
の
他
厚
生
省
令
で
定
め
ろ

医
旗
で
診
療
さ
れ
る
人
が
い
る
場
合
は

そ
れ
ら
の
人
に
は
別
に
保
険
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。

代
り
に
資
格
証
明
書

を

　

　

交

　

　

付

新
保
険
証
を
交
付
で
き
な
い
世
帯
ま

た
は
返
し
て
も
ら
っ
た
世
帯
に
は
、
保

険
証
の
代
り
に
、
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
費
は
あ
と
で

払

　

い

　

戻

　

し

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で
診
旗

を
受
け
ろ
場
合
は
、
診
療
費
は
一
応
自

費
で
支
払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
支
払

っ
た
診
頼
費
の
七
割
（
八
割
）
相
当
の

払
い
戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
措
置
は
、
滞
納
し
て
い
る
国
保

税
を
完
納
し
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の
額

が
著
し
く
減
少
す
る
ま
で
続
き
ま
す
。

保
険
証
の
交
付

滞
納
し
て
い
る
国
保
税
が
完
納
さ
れ

た
場
合
ま
た
は
そ
の
額
が
馨
し
く
減
額

さ
れ
た
場
合
や
、
災
害
な
ど
特
別
の
事

情
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
改
め
て
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま

給
付
の
差
し
止
め

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
ら
れ
た
特
別

の
事
塙
が
な
い
の
に
国
保
税
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
は
、
給
付
の

全
部
、
ま
た
は
一
部
を
一
時
差
し
止
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
　
特
別
の
事
情
で
早
急
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
必
ず
税
務
課
徴
収
係
に
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
証
や
資
格
証
明
書
、
給

付
な
ど
に
つ
い
て
は
住
民
課
国
保
年
金

係
に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

二
項
地
福
輔
舗

二
▼
1
級
・
2
級
建
築
配
管
（
実
技
）

…
1
月
1
3
日
～
1
4
日
（
土
・
日
）
の
二
日

－
聞
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、

定
員
1
5
名
、
受
講
料
∨
各
5
千
5
百
円

＝
1
月
鳩
目
～
2
月
1
日
の
火
・
木
曜

二
日
、
午
後
6
時
か
ら
9
時
ま
で
、
定
員

「
　
幼
名
、
受
講
料
V
l
千
円

●
申
し
込
み
は
1
月
8
日
ま
で
に
左
記

－
一
セ
ン
タ
ー
ま
で

二
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課

田

（

6

4

1

）

4

9

0

6

閣
関
田

妊

　

婦

　

相

　

談

●
期
日
）
1
月
8
日
（
月
）
●
時
間
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分
●
場
所
）
役
場

保
健
室
●
持
参
晶
）
母
子
手
帳
受
領
の

人
は
印
鑑
●
内
容
）
産
前
産
後
の
過
ご

し
方
、
妊
婦
体
操
●
料
金
）
無
料

乳

　

児

　

相

　

談

●
期
日
）
1
月
9
日
（
火
）
●
時
間
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分
●
場
所
）
中
央

公
民
館
●
対
貴
書
）
生
後
3
カ
月
～
6

カ
月
児
●
持
参
晶
）
母
子
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
●
内
容
）
体
重
・
身
長
測
定
、

誌
乳
食
な
ど
指
導
●
料
金
）
無
料
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書物使手の5分′描きました。
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飲酒後の経過時間
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ま
た
「
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ら
」

と
い
っ
て
も
、
事
故
の
相
手
に
対
す
る

保
険
金
は
支
払
わ
れ
る
も
の
の
、
飲
酒

運
転
者
本
人
が
そ
の
事
故
で
死
傷
し
て

も
そ
れ
に
対
す
る
保
険
金
は
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
の
車
両
の
損
害

な
ど
、
自
損
の
分
に
つ
い
て
の
保
険
金

の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

即
、
免
許
は
取
消
し
と
な
り
ま
す
。

ま
た
「
酒
気
帯
び
運
転
」
で
あ
れ
ば

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
邁
反

点
6
点
で
、
即
、
免
許
停
止
処
分
を
受

け
ま
す
。

事
故
に
至
ら
な
く
て
も
、
飲
酒
運
転

の
代
償
は
高
く
つ
く
こ
と
を
、
今
一
度

確
認
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

能
検
査
を
し
た
結
果
、
本
人
は
も
う
酔

い
は
さ
め
だ
と
思
っ
た
2
時
間
後
で

も
、
体
の
機
能
は
ま
だ
完
全
に
回
復
し

て
い
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す

完
全
な
回
復
ま
で
に
は
1
時
間
を
要

す
る
と
い
う
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

そ
の
半
分
位
の
時
間
で
「
も
う
十
分
さ

め
た
」
と
感
じ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

詞
か
ま
る
こ
と
は

い
た
ろ
う
け
‥

［

果

て

し

な

く

…

飲
酒
運
転
で
事
故
を
薗
こ
す
と
、
そ

の
悲
劇
は
事
故
の
被
害
者
本
人
や
家
族

な
ど
そ
の
周
囲
に
も
及
び
ま
す
。

仕
事
や
職
を
失
っ
て
、
家
族
を
経
済

的
苦
続
に
追
い
込
み
、
離
婚
や
一
家
離

散
、
さ
ら
に
は
多
額
の
損
害
賠
償
に
悩

ん
だ
あ
げ
く
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
、
自

殺
す
る
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん。

［
実
刑
判
決
が
常
識

飲
酒
運
転
で
人
を
殺
傷
し
た
も
の
は

，
実
刑
，
…
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
判

決
が
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

た
だ
刑
に
服
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
綴
喜
吾

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
つ
い
て
回

り
ま
す
。

多
く
の
飲
酒
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
「
単

を
放
置
し
て
は
枯
れ
な
い
」
と
い
っ
た

意
識
や
、
過
去
の
飲
酒
運
転
時
の
経
験

か
ら
「
め
っ
た
ほ
っ
か
ま
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
自
分
に
都
合
の
良
い
指
輪

を
下
し
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
い

ます。し
か
し
、
過
去
5
年
間
に
飲
酒
運
転

で
横
挙
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
約
1
8

0
万
人
。
ド
ラ
イ
バ
ー
人
口
当
た
り
に

す
る
と
、
こ
の
5
年
間
で
実
に
5
0
人
に

1
人
が
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
て
い
ま

す。

［
こ
れ
く
ら
い
な
ら

大
　
丈
　
夫
　
け
‥

「
少
し
ぐ
ら
い
酒
を
飲
ん
で
も
大
丈

夫
／
」
と
本
気
で
そ
う
思
っ
て
い
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
と
ん
で

も
な
い
間
遣
い
で
す
。

★
飲
酒
前
は
9
5
％
の
通
路
標
識
を
チ
ェ

ッ
ク
で
き
た
も
の
が
、
飲
酒
後
は
俄

％
し
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
ー

★
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
錠
開
け
テ
ス
ト
で

は
、
飲
酒
前
の
失
敗
は
約
1
2
％
だ
っ

た
も
の
が
、
飲
酒
後
に
は
約
5
5
％
に

増
加
し
た
　
－

と
い
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
デ
ー
タ
が

飲
酒
運
転
の
危
険
蛙
を
物
語
っ
て
い
ま

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

同

列

劃

U

交
通
事
故
全
体
で
は
、
お
よ
そ
1
0

0
件
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
う

ち
2
件
く
ら
い
が
死
亡
事
故
に
な
る
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
実

に
そ
の
5
倍
以
上
の
割
合
で
死
亡
事
故

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、

飲
酒
遭
腰
に
よ
る
事
故
が
、
著
し
く
危

険
性
の
高
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

す。

飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
場
合
、

「
酒
酔
い
連
語
」
で
あ
れ
ば
、
2
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
1
0
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
は
か
、
違
反
点
1
5
点
で
、

さ
め
た
つ
も
り
が

さ
め
て
な
い
／

2
台
の
日
奉
酒
を
飲
ん
で
種
々
の
磯


